
 

１．基本理念及び基本方針 

 

本市の下水道は、これまで重要な都市基盤の一つとして、まちづくりに貢献してきました。 

しかしながら、人口減少や少子高齢化等の進行、近年の温暖化が原因と見られる異常気候、整備水準を超える局地

的な大雨の発生や都市化の進展による雨水流出量の増加による浸水リスクの増大、大規模地震発生に対するリスクの

増大、老朽化した下水道施設の改築費の増大、エネルギー問題など社会的な状況が変化してきています。これらの課

題に対しては、行政単独での取組のみでは完遂することができないため、市民や事業者が行政と一体となって取組む

必要があります。 

また、下水道を持続的に維持していくためには、今後も安定した下水道経営を行っていく必要があります。そのた

めには、限られた予算の中で最大限の事業効果を発揮するよう、効率的な事業投資を行っていくとともに、経営基盤

の強化を図っていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２２年度に策定した「小平市下水道プラン」では、基本理念を次のとおり掲げて、今後は市民や事業者との連

携のもと、安定した経営による持続可能な下水道を目指し、更なる小平市の発展に寄与していくこととしています。 

（仮称）小平市第二次下水道プランでは、これらの基本理念を継承しつつ、これまでの施策の取組状況や新たに見

えてきた課題等を踏まえた下水道事業を推進していきます。 

 

 

２．（仮称）小平市第二次下水道プラン 骨子（概要） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（仮称）小平市第二次下水道プラン 骨子案 ［修正版］ 

第１章 計画策定の背景と目的 
◆小平市下水道事業の概要、計画策定の背景及び目

的を整理します。 

第２章 計画の位置づけと計画期間 
◆小平市各種関連計画との位置づけ、下水道事業に係る近年の

国等の動向、計画期間の設定方針を整理します。 

第３章 下水道をとりまく現状と課題 
◆小平市下水道事業の取り組み状況から現状と課題を８分野に分けて整理します。 

①汚水処理、②浸水、③地震、④合流改善、⑤資源・エネルギー循環、⑥維持管理、⑦環境学習、⑧下水道経営 

第４章 基本理念及び基本方針 
◆基本理念“快適な生活環境を支える下水道”を踏まえ、「環境に配慮したまちづくり」、「安心して暮らせるまちづく

り」、「環境意識が高いまちづくり」、「効率的で健全な下水道経営の推進」の４つを基本方針として掲げます。 
 

基本方針 内 容 主な施策（案） 

Ⅰ 環境に配慮

したまちづ

くり 

小平市は、早くから下水道整備に取組、周辺の水環境のみならず、放流先である河川を含め流域

としての水環境の保全に貢献してきました。今後も、未接続家屋の解消や雨水貯留・浸透施設の設

置促進等により、合流式下水道の改善対策による河川の水質改善、水循環の健全化及び地球温暖化

対策に向けた取組を推進していきます。 

さらに、資源・エネルギー循環の観点から雨水や下水道資源の積極的な利用や、下水熱導入検討

に向けた情報発信等、事業者等との連携の取組について検討していきます。 

また、良好な生活環境や周辺環境の保全のためには、今後も下水道を守っていく必要があります。

下水道を持続的なものとするために、施設の適正管理を継続的に実施します。 

１ 汚水処理対策 

２ 合流式下水道改善対策

３ 資源・エネルギーの有効利用 

４ 施設の適正管理 

Ⅱ 安心して暮

らせるまち

づくり 

下水道は市民の生命と財産を守る重要な都市施設です。これまでの取組により、地震や浸水とい

った自然災害に対する被害は軽減されてきています。しかしながら、整備水準を超える局地的な大

雨の発生頻度の増大に見られるように災害の発生リスクは年々高まっています。今後も、浸水対策

や大規模地震発生時における下水道機能の確保といったハード対策を実施するとともに、ソフト対

策として、市民あるいは事業者の防災意識の向上につながる取組のほか、早期復旧体制の強化等を

図ることで被害の最小化を図ります。 

また、老朽化に伴う管きょの破損による道路陥没等が起こらないよう、計画的かつ効率的な点

検・調査及び改築・修繕を実施し、維持管理を起点としたマネジメントサイクルを確立することで、

下水道事業の持続性を高めつつ、下水道サービスの向上を図ります。 

１ 浸水対策 

２ 地震対策 

３ 施設の老朽化対策 

Ⅲ 環境意識が

高いまちづ

くり 

小平市は、全国の自治体の中で 13 番目に下水道（汚水）整備が完了した先駆的な都市でもあり

ます。市内には、「小平市ふれあい下水道館」を有しており、下水道を直接体験できる貴重な施設

として、環境学習及び情報発信の場に活用することで、下水道の『見せる化』に寄与する取組を推

進してきました。 

下水道を含めた環境問題への取組については、行政のみで完遂することはできず、市民あるいは

事業者との連携が必要です。これからも積極的な情報発信を行うとともに、ホームページ等で市民

や事業者からの意見も聴取し、環境意識の向上に対する取組を実施します。 

また、小平市ふれあい下水道館の取組が次世代へつなげられるよう施設運営等のあり方について

検討していく必要があります。 

１ 環境学習の継続 

Ⅳ 効率的で健

全な下水道

経営の推進 

下水道として小平市のまちづくりに貢献していくためには、下水道を持続的なものとする必要が

あります。昨今の厳しい財政状況も踏まえ、限られた予算の中でいかに効率的に事業を実施してい

くかが鍵となります。今後は、公営企業会計で明らかとなる経営指標等を基に作成する「経営戦略」

に基づき、下水道経営の効率化・健全化を図るとともに、収入の適正化の検証を行い、下水道事業

の経営状況を市民に理解しやすく公表していきます。 

１ 経営の効率化・健全化 

２ 公営企業会計の運用 

第５章 施策の展開 
◆基本理念及び基本方針を実現するための“目指すべき基本目標”や施策の優先順位（重点計画）を示すととも

に、各施策の“具体的な取組内容”を示します。 

第６章 施策の進捗管理 
◆各施策の“年間スケジュール”及び“具体的な目標数値等（アウトカム指標）”を示します。 

第７章 収支計画及び経営戦略 
◆本計画において取組むべき課題とされる浸水対策、地震対策及び老朽化対策等の事業費を反映した「収支計画」

に基づく「経営戦略」を作成し、下水道事業の“経営状況”を取りまとめます。 

１ 

良好な水質保全・健全な水循環の創出 
資源・エネルギーの有効活用 

局所的豪雨等による浸水リスクの増大 
大規模地震発生リスクの増大 

施設の老朽化対策の推進 
ストックマネジメントサイクルの確立

環境への配慮 

効率的かつ効果的な維持管理災害への備え 

環境や防災意識の向上 
に対する啓発・情報発信 

効率的で健全な下水道経営

市民・事業者・行政との連携 
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主な施策と体系（案） 基本方針

Ⅰ．環境に 

配慮した 

まちづくり

Ⅲ．環境意識

が高い 

まちづくり

Ⅳ．効率的で

健 全 な 下

水 道 経 営

の推進 

Ⅱ．安心して

暮らせる 

まちづくり

基本方針 

３．施策の体系（新・旧対照） 

 

 

 

３．施設の老朽化対策 

・計画的な点検・調査の実施 

・計画的な改築・修繕の実施 

２．地震対策 

・重要な管きょの耐震化 
 
・災害用マンホールトイレの整備 

１．汚水処理対策 

・土地区画整理事業や道路整備等の開発に併せた

管きょ整備 

・未接続家屋の解消（下水道への接続依頼） 

２．合流式下水道改善対策  

・雨水浸透施設の設置 

３．雨水浸透対策 

・雨水浸透施設の設置促進 

４．資源の有効利用 

・雨水貯留施設の設置促進 

・下水道資源（再生水、下水汚泥建設資材等） 

の利用促進検討等 

５．施設の適正管理 

・下水道台帳（電子化）等による施設管理 

・管きょのつまり、臭気対策の実施 

２．収入の適正化 

・未接続家屋の解消（下水道への接続依頼） 

・下水道使用料金適正化の検証 

１．経営の効率化・健全化 

・計画的な財政運営 

・公営企業会計への移行検討 

１．環境学習の継続 

・環境に対する情報発信及び市民意見聴取 
・「ふれあい下水道館」の活用 

３．施設の老朽化対策  

・計画的な点検・調査の実施 

・施設の長寿命化 

１．浸水対策  

・未整備地区における雨水管きょ整備 

・雨水貯留・浸透施設の設置促進 

・市民等との連携（被害軽減に対する取り組み） 

２．合流式下水道改善対策  

・雨水貯留・浸透施設の設置継続 

３．資源・エネルギーの有効利用 

・雨水貯留施設の設置促進 

・下水道資源（再生水、下水汚泥建設資材等） 

の利用促進検討等  
・事業者等との連携（下水熱導入検討に向けた取

組） 

１．経営の効率化・健全化 

・経営戦略の作成及び見直し 

・広域化・共同化の研究 

１．環境学習の継続 

・環境に対する情報発信及び市民意見聴取 
・「ふれあい下水道館」の活用 

２．地震対策 

・重要な管きょの耐震化 
 
・下水道事業業務継続計画（下水道ＢＣＰ）の管

理運営及び訓練等 

１．浸水対策 

・未整備地区における雨水管きょ整備 

・気候変動への対応（雨水流出抑制の促進等） 

・市民等との連携（被害軽減に対する取組） 

小平市下水道プラン（平成２３年度～令和２年度） （仮称）小平市第二次下水道プラン（令和３年度～令和１２年度） 

４．施設の適正管理 

・下水道台帳の適正管理 

・管きょのつまり、臭気対策の実施  
・汚水管の雨天時浸入水対策の実施 

新規
完了 

継   続
（取組内容検討） 

新規 

１．汚水処理対策 

・土地区画整理事業や道路整備等の開発に併せた

管きょ整備 

・未接続家屋の解消（下水道への接続依頼） 

管きょ整備について、各事業の進捗状況

に併せて整備目標路線を再検討する。 
未接続家屋の解消については、残り１５

０世帯（Ｈ３０末時点）に対する今後の

取組内容を検討する。 

関係各課等の連携のもと、雨水貯留・浸

透施設の設置により、合流区域の汚濁負

荷量の削除を図り、河川の水質保全に貢

献するとともに、健全な水循環の創出を

図る。【下水道課】浸水対策と併せて浸

水レベルが高い地区を中心に雨水貯

留・浸透施設を設置する。 

汚水管への雨天時浸入水の発生区域及

び要因を把握した上で、対策方法の検討

及び対策を講じ、雨天時侵入水の削減を

図る。 

分流区域の浸水シミュレーションの結

果に基づき、浸水予想レベルが高い地区

を中心に重点的・効果的な雨水管きょ整

備等を行う。 
また、整備水準を超える雨の対応（気候

変動対応）として、雨水貯留・浸透施設

を併用した雨水流出抑制型下水道を推

進する。 

これまでに実施した小口径管路の耐震

化に引き続き、Ｈ３０に策定した「小平

市下水道総合地震対策計画（第三期）」

で整理した、重要な管路（中大口径管路）

を対象に耐震化を図る。 

Ｈ２８に策定した「下水道ＢＣＰ」の定

期的な点検・見直しや職場研修・実地訓

練等を実施し、大規模災害発生時の事業

の継続・早期復旧体制の強化を図る。 

Ｈ２５に策定した「小平市下水道長寿命

化基本構想」から R１策定予定の「（仮

称）小平市下水道ストックマネジメント

実施方針」で設定する改築事業シナリオ

に基づき対策を推進する。 
 
※H28年度より、老朽化対策に係る国の補助制度が

「下水道長寿命化支援制度」から「下水道ストック

マネジメント支援制度」へ移行 

※下水道長寿命化支援制度はR２年度末で終了 

民間事業者等が下水熱の導入を検討す

るにあたり有用となる情報（下水熱ポテ

ンシャルマップ等）の提供のほか、ニー

ズの有無や下水熱供給可能箇所に関す

る情報を把握した上で、実施の可能性を

検討する。 

◆事業進捗に合わせ

て名称を変更 

２ 

継   続
（取組内容検討） 
（名称変更） 

新規 

２．公営企業会計の運用 

・公営企業会計に基づく財政運営 公営企業会計に基づく財政運営と「経営
戦略」の定期的な見直しを図り、下水道
事業の経営基盤の強化を図る。 

人口減少に伴う使用料収入の減少や職
員数の減少による執行体制の脆弱化や
既存ストックの維持管理など多くの課
題がある中、行政界を越えた複数の団体
間における「広域化・共同化」の可能性
について研究を行う。 
 
※東京都では、Ｈ30 年度より、「多摩地域下水道事業

の広域化・共同化検討会」を立ちあげ検討を開始 
※令和４年度中の計画策定に向け、多摩 30 市町村等

参加のもと検討中 

完了 
新規

新規 

継   続
（取組内容検討） 
（施策の統合） 

継   続
（取組内容検討） 

継   続
（取組内容検討） 
（名称変更） 

継   続
（取組内容検討） 
（名称変更） 

継   続
（取組内容検討） 

継   続
（取組内容検討） 

継   続
（取組内容検討） 


